（様式９： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）
	受験番号（本欄は，記入しないこと。）


推　　　薦　　　書
	職　名

	氏　名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上記の者は，次に掲げる貴研究科の教育実習に関する実践経験が
十分あり，当該各教育実習の履修免除が妥当であることを認め，
貴研究科教職実践専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　コース
１年プログラム志願者として推薦します。

・学校教育実践実習１
・学校教育実践実習２
・学校教育実践実習３
令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所 属 長 等 氏 名
	職　印


　　　 eq \o\ad(長崎大学大学院教育学研究科長,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　殿

（様式１０ ： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）　　　　　　　　　　（３ページと両面印刷）
	受験番号（本欄は，記入しないこと。）


教 職 経 験 証 明 書
	職　名

	氏　名


上記の者は，教職経験等が次のとおりであることを証明する。

1 令和９年４月１日時点での正規職員としての教職経験が，
通算して　　年　　月の見込みの者であること。

2 貴研究科教職実践専攻１年プログラムの教育実習６単位の
履修免除要件に関する担当職務等の経験が，裏面に記載の
とおりであること。
令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所 属 長 等 氏 名
	職　印


　　　 eq \o\ad(長崎大学大学院教育学研究科長,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　殿

教職実践専攻１年プログラムの教育実習６単位の履修免除要件項目に関する担当職務等
	履修免除

要件項目
	期　　　　　　間
	勤　務　校
	要件該当校務
分掌・研修名

	（１）①
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（１）②
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（２）①
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（２）②
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（２）③
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（３）①
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	（３）②
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	

	
	年　　月　　日～　　　年　　月　　日
	
	


（注）履修免除要件項目欄の各項目番号の説明は次のとおりである。
　　　出願時において，要件（１）～（３）は全て満たす必要があるので，各要件①，②，③の１つ以上を記載すること。
○子ども理解・特別支援教育実践コース，学級経営・授業実践開発コース，教科授業実践コース
（１）①＝研究主任又は教務の主たる担当を１年以上経験している者

（１）②＝教育課程の編成・学習指導案の作成に関する実践研究業績を有する者，又は指導的地位にあった者
（２）①＝生徒指導の主たる担当を３年以上経験している者

（２）②＝教育相談担当者として１年以上従事している者

（２）③＝生徒指導・教育相談に関する実践研究業績を有する者，又は指導的地位にあった者
（３）①＝学級担任を５年以上経験している者

（３）②＝学級経営・学年経営に関する実践研究等の業績を有する者，又は指導的地位にあった者
○教育経営・専門性開発コース
（１）①＝長崎県教育センター又は中核市における10年経験者研修又は中堅教諭等資質向上研修を受講した者
（１）②＝長崎県や国内外の教育動向を踏まえた学校運営に関する実践研究業績を有する者，又は指導的地位にあ

った者

（２）①＝学年主任等，教職員の職能開発を支える協力体制の構築と運営を担う業務の経験を１年以上有する者
（２）②＝学外関係機関との連携・協働窓口としての役割を担う地域コーディネーター等の経験を１年以上有する者
（２）③＝学内外との連携・協働に関する実践研究業績を有する者，又は指導的地位にあった者
（３）①＝教務主任等，学校・地域の社会的・文化的資源を活用した活動や体制づくりを中心的に担う業務の経験を

１年以上有する者
（３）②＝学級経営・学年経営・学校経営に関する実践研究等の業績を有する者，又は指導的地位にあった者
（様式１１： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）

研　究　業　績　書

（　　枚のうち　　枚目）
	受　験　番　号
	氏　　　名
	志望専攻・コース

	※


	
	教職実践専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　コース

	項目番号
	著書・論文・研究報告
・作品等の題目
	発表年月
	発行所，発表雑誌等の名称
	左記の著書・論文・研究報告・

作品等の概要（２００字以内）

	
	
	
	
	


（注）１．※印欄は，記入しないこと。

２．研究業績を「著書」，「論文」，「研究報告」，「作品等」，「講演（演奏会）」に区分して記載し，その原本又は写しを添付すること。

３．共同執筆のものについては，本人の執筆分担が明らかにされているものに限る。

４．当該研究業績が次のどの履修免除要件項目に該当するか，項目番号欄に番号を記入すること。（記入例：（１）②）
　　○子ども理解・特別支援教育実践コース，学級経営・授業実践開発コース，教科授業実践コース

　　（１）②＝教育課程の編成・学習指導案の作成に関する実践研究業績

　　（２）③＝生徒指導・教育相談に関する実践研究業績

　　（３）②＝学級経営・学年経営に関する実践研究等の業績
　　○教育経営・専門性開発コース
　　（１）②＝長崎県や国内外の教育動向を踏まえた学校運営に関する実践研究業績

　　（２）③＝学内外との連携・協働に関する実践研究業績

　　（３）②＝学級経営・学年経営・学校運営に関する実践研究等の業績
５．用紙が不足する場合には，コピーにて追加してよい。

（様式１２ ： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）３枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／３
レ　ポ　ー　ト

長崎大学大学院教育学研究科

	受験番号
	※
	ふりがな

氏名
	

	志望コース
	教職実践専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース

	自身の受験するコースの論述テーマから一つ選び，その活動の概要とともに，活動の中で見いだした自身の課題とその解決活動について述べなさい。選択したテーマには【　】に〇をつけること。
・子ども理解・特別支援教育実践コース，学級経営・授業実践開発コース，教科授業実践コース
【　】①研究主任としての活動　　【　】②教務上の活動　　　【　】③授業実践活動
・教育経営・専門性開発コース
教育経営に求められる識見と職責（倫理規範とリーダーシップ）に関する活動

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　（注）※印欄は，記入しないこと。

（様式１２ ： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／３
レ　ポ　ー　ト

長崎大学大学院教育学研究科

	受験番号
	※
	ふりがな

氏名
	

	志望コース
	教職実践専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース

	自身の受験するコースの論述テーマから一つ選び，その活動の概要とともに，活動の中で見いだした自身の課題とその解決活動について述べなさい。選択したテーマには【　】に〇をつけること。
・子ども理解・特別支援教育実践コース，学級経営・授業実践開発コース，教科授業実践コース
【　】①生徒指導に関する活動　　　【　】②教育相談者としての活動
・教育経営・専門性開発コース
【　】①学年主任等，教職員の職能開発を支える協力体制の構築と運営に関する活動
【　】②学外関係機関との連携・協働窓口としての役割を担う地域コーディネーター等に関する活動

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　（注）※印欄は，記入しないこと。

（様式１２ ： 教職実践専攻１年プログラム申請者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／３
レ　ポ　ー　ト

長崎大学大学院教育学研究科

	受験番号
	※
	ふりがな

氏名
	

	志望コース
	教職実践専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース

	自身の受験するコースの論述テーマから一つ選び，その活動の概要とともに，活動の中で見いだした自身の課題とその解決活動について述べなさい。選択したテーマには【　】に〇をつけること。
・子ども理解・特別支援教育実践コース，学級経営・授業実践開発コース，教科授業実践コース
【　】①学級担任（あるいは副担任）としての活動　
【　】②学級経営・校務分掌・学年経営に関する活動
・教育経営・専門性開発コース
教務主任等，学校・地域の社会的・文化的資源を活用した活動や体制づくりを中心的に担う業務に関する活動

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　（注）※印欄は，記入しないこと。
　（２ページと両面印刷）
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